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 （単位） ミャンマー タイ 中国 日本 
国土面積 km2 676,578 513,120 9,596,961 377,915 
人口 1000人 48,337 69,519 1,347,565 126,497 
人口密度 人/km2 71 135 140 335 
人口増加率（年平均、2010-15年予測) ％ 0.8 0.5 0.4 -0.1 
年齢中央値 才 28.2 34.2 34.5 44.7 
一人当たり国民所得 米ドル 1,535 7,694 7,476 32,295 
貧困者率（所得が日＄1.25以下の人） ％ － 10.8 15.9 0 
平均寿命 才 65.2 74.1 73.5 83.4 
５才までの死亡率（1000出生当たり） 人 71 14 19 3 
母性死亡数（10万出生当たり） 人 240 48 38 6 
きれいな水を得られない人の割合 ％ 25.2 0.5 3.0 0 
マラリアによる死者（100万人中） 人 20.4 1.0 0 0 
成人識字率 ％ 70.7 93.5 94.0 99.8 
学校教育修業年数の平均 年 4.0 6.6 7.5 11.6 
教育への公的支出（対ＧＤＰ比） ％ 2.0 4.3 4.6 8.3 
女性の就業率 ％ 63.1 65.5 67.4 47.9 
国会議員中の女性の割合 ％ 4.0 14.0 21.3 13.6 
更新性エネルギー利用率 ％ 69.0 19.3 12.3 3.4 
一人当り二酸化炭素排出量 トン 0.3 4.3 5.2 9.5 
都市大気汚染（微小浮遊粉塵） μg/m3 46 55 66 27 
森林面積率 ％ 49.6 37.1 21.6 68.5 
森林面積の増減、1990-2008 ％ -17.4 -3.1 28.1 0 
    
国連人間開発指標の総合順位(187ヶ国中) 位 149 103 101 12 
   
資料：United Nations Development Programme (UNDP), Human Development Report 2011 Sustainability and 































民主共和国」（Indian Sovereign Socialist Secular Democratic Republic）である。保護主義と輸入代
替工業化政策、国有化、強力な政府規制の経済政策がはじまる。この中で、経済学者ラジ・クリ


















































































































































   
 2012年推計 ％ 1983年調査 ％
 *1  *2 
ビルマ人口総数 54,584,650 100.0 34,125,000 100.0
  
ビルマ族 37,118,000 68.0 23,546,000 69.0
シャン族 4,913,000 9.0 2,901,000 8.5
カレン族 3,821,000 7.0 2,116,000 6.2
ラカイン族 2,183,000 4.0 1,536,000 4.5
モン族 1,092,000 2.0 819,000 2.4
チン族  751,000 2.2
カチン族  478,000 1.4
カヤー族  137,000 0.4
その他先住民族  34,000 0.1
(中国系) 1,638,000 3.0 
(インド系) 1,092,000 2.0 
他 2,729,000 5.0 1,809,000 5.3





*1 U.S. Central Intelligence Agency, The World Factbook: Burma, 2012, 
  https://www.cia.gov/library/publications/the-world-factbook/geos/bm.htm 
*2 Myanmar Ministry of National Planning and Economic Development, Statistical Yearbook 2010, Nay Pyi 
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シャン州の武装組織 































Party（ＡＬＰ）、チン州のChin National Front（ＣＮＦ）、カチン州のKachin National Organization（Ｋ
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